
『
華
厳
経
』
六
十
巻
（
東
晋
仏
駄
賊
陀
羅
訳
）
は
、
七
処
八
会
三
十

四
品
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
大
乗
菩
薩
道
を
説
く
多
く

の
経
典
が
あ
る
中
で
こ
の
経
は
何
を
ね
ら
い
と
し
如
何
な
る
縁
由

に
よ
っ
て
説
か
れ
た
の
か
。
唐
代
に
あ
っ
て
『
華
厳
経
』
を
所
依

の
経
典
と
し
、
『
華
厳
五
教
章
』
三
巻
、
『
華
厳
経
旨
帰
』
一
巻
、

『
華
厳
経
文
義
綱
目
』
一
巻
、
『
華
厳
三
宝
章
』
二
巻
、
『
華
厳
経

探
玄
記
』
二
十
巻
な
ど
多
く
の
著
述
に
よ
っ
て
中
国
華
厳
教
学
の

代
表
者
の
一
人
と
さ
れ
る
法
蔵
合
ら
ｉ
ご
巴
は
、
「
華
厳
経
』
興
起

の
因
縁
を
、
如
来
の
願
力
や
菩
薩
道
お
よ
び
無
腰
の
教
説
と
の
関

わ
り
に
お
い
て
、
こ
の
経
典
の
旨
趣
を
示
す
と
思
わ
れ
る
幅
広
い

経
文
を
掲
げ
つ
つ
、
自
身
の
所
論
を
展
開
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
こ
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
「
華
厳
経
』
の
註
釈
害
で
あ

っ
て
法
蔵
の
主
著
と
も
言
う
尋
へ
き
『
探
玄
記
』
を
手
掛
か
り
に
し

て
、
彼
の
華
厳
経
観
の
一
端
を
、
菩
薩
の
願
行
と
い
う
面
に
焦
点

華
厳
教
学
に
お
け
る
願
行
に
つ
い
て

ｌ
法
蔵
の
所
説
を
中
心
に
Ｉ

を
あ
て
て
考
察
し
て
み
た
い
の
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
『
探
玄
記
』

巻
一
の
玄
談
部
分
の
中
で
「
教
起
の
所
由
」
す
な
わ
ち
『
華
厳

経
』
が
興
起
さ
れ
た
縁
由
の
内
容
を
検
討
し
、
次
に
十
地
品
の
初

歓
喜
地
に
お
け
る
菩
薩
の
修
行
道
を
法
蔵
が
ど
の
よ
う
な
も
の
と

し
て
釈
し
て
い
る
の
か
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

①

法
蔵
は
、
教
起
の
所
由
を
述
べ
る
さ
い
に
先
ず
、
総
説
す
る
に
、

華
厳
「
大
教
の
興
る
因
縁
は
無
量
」
で
あ
る
と
し
、
「
少
因
縁
を

も
っ
て
等
正
覚
を
成
じ
て
世
に
出
興
し
た
ま
う
に
非
ず
し
て
、
十
②

種
無
量
無
数
百
千
阿
僧
祇
の
因
縁
を
以
て
世
に
出
興
し
た
ま
う
」

（
『
華
厳
経
』
巻
三
三
、
性
起
品
）
も
の
で
あ
り
、
そ
の
因
縁
の
第
一

に
は
如
来
が
無
量
の
菩
提
心
を
発
し
て
一
切
の
衆
生
を
捨
て
た
ま

う
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
故
に
こ
の
経
が
興
出
さ
れ
た
と
い
う
の
で

一

一

色

順

心
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あ
る
。
『
探
玄
記
』
巻
一
に
示
さ
れ
る
「
教
起
の
所
由
」
は
、
そ

の
総
説
を
う
け
て
各
別
に
、
所
由
の
十
義
を
提
す
る
こ
と
に
よ
り

無
尽
な
る
こ
と
を
明
か
す
も
の
で
あ
る
と
し
、
「
法
爾
の
故
に
、

願
力
の
故
に
、
機
感
の
故
に
、
為
本
の
故
に
、
顕
徳
の
故
に
、
顕

位
の
故
に
、
開
発
の
故
に
、
見
聞
の
故
に
、
成
行
の
故
に
、
得
果

③

の
故
に
」
の
十
種
の
所
由
が
詳
説
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
一
切
諸
仏

は
法
爾
と
し
て
み
な
無
尽
の
世
界
に
お
い
て
無
尽
の
法
輪
を
転
じ

た
ま
う
も
の
で
あ
り
、
停
ま
る
こ
と
も
息
む
こ
と
も
な
く
未
来
際

を
尽
窮
す
る
。
時
と
処
の
両
面
に
わ
た
っ
て
無
尽
無
尽
を
表
す

「
華
厳
経
』
に
お
け
る
諸
仏
の
法
が
自
然
に
そ
の
よ
う
に
し
て
あ

る
が
ゆ
え
に
第
一
に
「
法
爾
の
故
に
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

法
蔵
は
「
華
厳
経
』
興
起
の
第
二
の
縁
由
と
し
て
、
「
願
力
の

故
に
」
を
挙
げ
て
、
如
来
の
願
力
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
の
教
法

が
衆
生
の
機
に
称
っ
て
顕
現
せ
し
め
ら
れ
る
と
し
、
『
探
玄
記
」

巻
一
に
次
の
ご
と
く
述
べ
て
い
る
。

④

盧
舎
那
品
云
、
十
方
国
土
中
一
切
世
界
海
、
仏
願
力
自
在

⑤

普
現
二
転
法
輪
記
又
云
、
盧
舎
那
仏
神
力
故
一
切
刹
中
転
法

輪
普
賢
菩
薩
願
音
声
遍
二
満
一
切
世
界
海
記
解
云
、
即
是
此

経
該
二
於
十
方
虚
空
法
界
等
一
切
世
界
一
及
諸
塵
内
諸
刹
土
中

同
時
説
二
此
経
一
者
、
皆
是
本
師
願
力
所
し
致
。
是
故
下
諸
会

⑥

初
皆
云
二
盧
舎
那
仏
本
願
力
故
や
又
雲
集
品
頌
云
。
無
量
無

数
劫
此
法
甚
難
し
値
若
有
し
得
し
間
者
当
し
知
二
本
願
力
兎
解
云
、

⑦

此
即
由
二
仏
願
力
一
令
二
衆
得
で
間
。
又
云
、
如
来
不
一
田
世
一
亦

無
レ
有
一
渥
藥
「
以
二
本
大
願
カ
ー
顕
現
自
在
法
元

（
大
正
弱
．
一
○
八
ａ
ｌ
ｂ
）

十
方
国
土
の
一
切
世
界
に
仏
が
自
在
に
法
輪
を
転
じ
た
ま
う
の

は
願
力
に
よ
っ
て
で
あ
り
、
そ
の
願
力
は
、
盧
舎
那
仏
の
願
力
、

神
力
を
意
味
す
る
。
そ
の
盧
舎
那
の
神
力
を
う
け
て
普
賢
菩
薩
の

願
の
音
声
が
一
切
世
界
に
遍
満
す
る
。
法
蔵
は
、
こ
の
盧
舎
那
仏

品
の
文
を
解
釈
し
て
、
華
厳
経
に
十
方
の
虚
空
界
に
等
し
い
一
切

世
界
を
該
摂
す
る
こ
と
、
お
よ
び
諸
の
塵
内
の
諸
の
刹
土
の
中
に

同
時
に
こ
の
経
を
説
く
こ
と
は
、
み
な
本
師
盧
舎
那
仏
の
願
力
に

よ
っ
て
で
あ
る
こ
と
を
明
す
の
で
あ
る
。
ま
た
、
経
説
に
依
る
に

如
来
は
出
世
す
る
こ
と
も
な
く
ま
た
浬
藥
も
あ
る
こ
と
は
な
い
の

で
あ
っ
て
、
本
の
大
願
力
を
以
て
自
在
の
法
を
顕
現
す
る
の
で
あ

る
。
そ
の
法
は
衆
生
に
と
っ
て
甚
だ
値
い
難
く
、
も
し
そ
の
法
を

聞
く
こ
と
を
得
た
と
す
れ
ば
、
聞
思
し
得
た
衆
生
の
側
で
な
く
、

ま
さ
に
仏
の
本
願
力
に
依
っ
て
の
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
を
知
る
べ

⑧

き
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
こ
と
は
『
華
厳
経
文
義
綱
目
』
に
も
略

述
が
あ
っ
て
、
「
初
に
願
力
の
故
に
と
は
、
謂
く
仏
と
菩
薩
と
及

び
彼
の
機
縁
と
の
三
位
は
願
力
の
所
起
な
り
。
故
に
下
の
文
に
云

く
、
盧
舎
那
仏
の
願
力
の
故
に
、
普
賢
の
願
力
の
故
に
、
と
。
」
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（
『
文
義
綱
目
』
）
と
あ
る
。
仏
と
い
い
、
菩
薩
と
い
い
、
彼
の
機
縁

と
し
て
の
衆
生
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
ら
の
三
位
は
い
ず
れ
も
願
力

の
所
起
で
あ
る
。
「
盧
舎
那
仏
の
神
力
」
と
「
普
賢
菩
薩
の
願
の

音
声
」
、
「
盧
舎
那
仏
の
願
力
」
と
「
普
賢
の
願
力
」
と
表
現
さ
れ

て
、
盧
舎
那
と
普
賢
と
の
別
が
あ
る
よ
う
に
説
か
れ
て
は
い
る
が
、

言
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
そ
の
二
の
別
と
い
う
こ
と
で
は
な
く

て
、
願
力
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
自
在
の
教
法
を
機
に
称

っ
て
顕
現
せ
し
め
る
用
き
は
、
あ
く
ま
で
も
盧
舎
那
仏
の
願
力
、

神
力
、
普
賢
菩
薩
の
願
に
帰
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
の
で

あ
る
。『
華
厳
経
』
興
起
の
縁
由
と
い
う
点
に
お
い
て
、
衆
生
の
機
と

如
来
の
教
法
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
先
述

の
経
説
に
よ
れ
ば
、
如
来
が
自
在
の
教
法
を
顕
現
せ
し
め
る
の
は
、

本
の
大
願
力
を
以
て
の
こ
と
で
あ
り
、
如
来
自
身
に
は
出
世
も
浬

渠
も
あ
る
わ
け
で
は
な
い
と
さ
れ
た
。
も
し
、
如
来
に
出
世
や
浬

藥
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
如
来
に
生
滅
が
あ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

う
。
逆
に
、
出
世
も
浬
藥
も
無
き
こ
と
に
よ
っ
て
如
来
の
無
生
滅

な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
無
生
滅
で
あ
り
つ
つ
、
し
か
も
如

来
は
大
願
力
を
以
て
自
在
の
法
を
顕
現
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
自

在
の
教
法
は
衆
生
の
機
と
関
わ
っ
て
説
法
が
成
り
立
ち
、
ま
た
法

と
機
と
の
本
末
の
関
係
な
ど
が
、
第
三
と
第
四
の
縁
由
に
お
い
て

示
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
三
に
機
感
の
故
に
と
は
、
如
来
は
平

等
に
し
て
改
易
有
る
こ
と
無
き
も
衆
生
に
随
応
し
て
身
を
現
じ
て

⑨

法
を
説
く
。
」
（
「
探
玄
記
』
巻
一
）
と
あ
る
よ
う
に
、
平
等
に
し
て

改
易
な
き
如
来
に
現
身
説
法
が
あ
る
の
は
、
如
来
の
教
法
を
感
受

す
る
と
こ
ろ
の
衆
生
の
機
が
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
随
応
し
て
の
こ

と
な
の
で
あ
る
。
ま
た
「
四
に
為
本
の
故
に
と
は
、
謂
く
ま
さ
に

機
を
逐
う
て
漸
く
末
教
を
施
さ
ん
と
欲
せ
ん
と
す
る
が
故
に
、
宜

し
く
最
初
に
先
ず
本
法
を
示
し
て
、
後
に
此
に
依
り
て
ま
さ
に
末

⑩

を
起
す
こ
と
を
明
か
す
が
故
に
。
」
（
『
探
玄
記
』
巻
一
）
と
あ
る
。

枝
末
の
法
輪
た
る
逐
機
の
末
教
を
説
こ
う
と
す
る
そ
の
根
本
に
、

ま
ず
本
教
た
る
『
華
厳
経
』
を
説
く
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
る
。
如
来
の
教
法
が
遍
く
衆
生
の
機
に
ゆ
き
わ
た
る
に
は
、

⑪

書
え
ば
日
出
で
て
先
ず
高
山
を
照
ら
す
が
ご
と
く
、
逐
機
の
末
教

に
先
立
っ
て
『
華
厳
経
」
の
教
法
が
本
教
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ

れ
故
に
「
華
厳
経
』
を
為
本
の
故
に
と
す
る
の
で
あ
る
。

で
は
菩
薩
の
修
行
道
と
『
華
厳
経
』
興
起
の
縁
由
と
は
ど
の
よ

う
に
関
わ
る
の
か
。
法
蔵
所
説
の
「
教
起
の
所
由
」
自
身
に
そ
の

よ
う
な
意
図
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
菩
薩

の
修
行
道
の
在
り
方
に
つ
い
て
示
唆
に
富
む
記
述
が
多
出
す
る

と
考
え
ら
れ
る
箇
所
は
、
第
五
の
「
顕
徳
の
故
に
」
よ
り
第
十
の

「
得
果
の
故
に
」
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
ず
－
１
第
五
に
顕
徳
の

ワワ
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故
に
と
は
、
謂
く
仏
果
殊
勝
の
徳
を
顕
し
て
諸
菩
薩
を
し
て
信
向

⑫

し
証
得
せ
し
む
・
」
（
「
探
玄
記
』
巻
一
）
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
依
正

無
腰
の
仏
果
の
徳
を
顕
さ
ん
が
た
め
に
『
華
厳
経
』
が
興
起
さ
れ

た
と
い
う
こ
と
を
表
す
の
で
あ
り
、
依
果
（
蓮
華
蔵
荘
厳
世
界
海
）
と

正
果
（
如
来
の
十
身
）
と
の
二
果
無
腰
の
構
造
が
、
盧
舎
那
仏
品
の

文
を
例
証
と
し
つ
つ
分
析
さ
れ
て
い
る
。
諸
菩
薩
に
信
向
・
証
得

へ
の
修
行
道
が
可
能
に
な
る
の
は
、
依
正
無
磯
の
果
徳
に
依
る
と

い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
前
が
依
正
無
腰
で
あ

っ
た
の
に
対
し
て
、
次
の
第
六
「
顕
位
の
故
に
」
で
は
、
菩
薩
の

修
行
位
と
し
て
、
行
布
と
円
融
の
二
門
が
あ
っ
て
そ
の
二
無
腰
の

位
を
顕
そ
う
と
な
す
の
で
あ
る
。
次
の
第
七
と
第
八
と
は
、
主
に

性
起
品
に
依
っ
て
、
経
の
興
起
の
所
由
を
明
か
そ
う
と
す
る
。
す

な
わ
ち
第
七
の
「
開
発
の
故
に
」
で
は
衆
生
心
中
の
如
来
之
蔵
性

起
之
功
徳
を
開
発
せ
し
め
ん
と
な
す
。
如
来
の
性
徳
を
諸
菩
薩
に

開
発
さ
せ
、
修
学
し
て
無
明
を
破
せ
し
め
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。

第
八
の
「
見
聞
の
故
に
」
で
は
無
尽
自
在
の
法
門
を
衆
生
に
見
聞

せ
し
め
よ
う
と
す
る
。
そ
の
法
門
と
は
、
た
だ
極
位
の
大
菩
薩
の

み
の
境
地
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
第
十
の
「
得
果
の
故
に
」

で
は
、
普
賢
菩
薩
行
品
や
仏
小
相
光
明
功
徳
品
お
よ
び
不
思
議
法

品
を
例
証
と
し
て
、
仏
地
の
智
果
・
断
果
の
二
果
を
得
さ
せ
ん
と

す
る
。
そ
し
て
、
除
障
と
し
て
の
断
果
に
は
、
一
障
一
切
障
、
一

断
一
切
断
な
る
こ
と
、
対
し
て
成
徳
と
し
て
の
智
果
に
は
、
逆
順

自
在
、
依
正
無
腰
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
菩
薩
が
修
す
べ
き
行
と
は
何
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
第
八

の
「
成
行
の
故
に
」
に
は
、
『
華
厳
経
』
は
、
諸
菩
薩
に
普
賢
行
を

成
ぜ
し
め
ん
と
し
て
興
起
さ
れ
た
と
い
う
。
『
探
玄
記
』
巻
一
に
、

九
成
行
故
者
、
謂
為
レ
示
二
此
普
法
一
令
三
諸
菩
薩
成
二
普
賢

⑬

行
「
一
行
即
一
切
行
、
初
発
心
時
便
成
一
正
覚
一
具
二
足
慧
身
一

⑭

不
二
由
し
他
悟
記
又
云
、
菩
薩
受
二
持
此
法
一
少
作
二
方
便
一
疾

得
二
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
一
等
。
此
亦
二
種
、
一
頓
成
二
多

行
．
一
遍
成
二
普
行
↓
竝
如
二
下
説
記
（
大
正
弱
．
一
○
八
ｃ
）

と
説
か
れ
る
よ
う
に
、
華
厳
の
普
法
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
諸
菩

薩
に
普
賢
行
を
成
ぜ
し
め
、
一
行
即
一
切
行
な
ら
し
め
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
行
は
、
「
頓
に
多
行
を
成
ず
る
」
と
い
う

円
融
の
面
と
、
「
遍
く
普
行
を
成
ず
る
」
と
い
う
行
布
の
面
を
も

つ
二
行
な
の
で
あ
る
。
菩
薩
の
修
行
道
は
、
普
賢
行
を
成
就
さ
せ

る
こ
と
、
お
よ
び
一
行
即
一
切
行
な
る
こ
と
の
体
得
に
あ
る
と
さ

れ
る
が
、
こ
れ
を
「
行
」
に
対
す
る
「
位
」
と
い
う
観
点
に
立
つ

と
き
、
第
六
の
「
顕
位
の
故
に
」
で
は
行
布
と
円
融
の
二
位
に
分

け
て
説
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
一
に
は
次
第
行
布
門
な

り
。
謂
く
十
信
十
解
十
行
十
週
向
十
地
を
満
じ
て
後
、
ま
さ
に
仏

果
に
至
る
、
微
よ
り
著
に
至
り
位
は
漸
次
な
り
・
二
に
は
円
融
相

のQ
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摂
門
な
り
。
謂
く
一
位
中
に
即
ち
一
切
の
前
後
の
諸
位
を
摂
す
、

是
の
故
に
二
の
位
満
ず
る
と
き
皆
、
仏
地
に
至
る
。
此
の
二
は

⑮

無
腰
な
り
。
」
（
『
探
玄
記
』
巻
ご
と
い
う
の
で
あ
る
。
漸
次
に
修

行
位
を
経
て
い
く
次
第
行
布
に
対
し
て
、
修
行
の
一
位
が
満
ず
れ

ば
一
切
の
諸
位
を
摂
し
て
仏
地
に
至
る
円
融
相
摂
が
あ
る
。
「
一

行
即
一
切
行
」
「
初
発
心
時
便
成
正
覚
」
「
疾
得
阿
褥
多
羅
三
貌
三

菩
提
」
な
ど
と
説
か
れ
る
華
厳
の
修
行
道
は
、
円
融
相
摂
と
い
う

こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
し
か

も
行
布
と
円
融
の
二
門
が
各
別
に
独
立
し
て
あ
る
と
い
う
の
で
は

な
く
て
、
二
門
無
磯
な
る
こ
と
を
も
っ
て
『
華
厳
経
』
の
指
し
示

す
修
行
位
を
捉
え
よ
う
と
す
る
。
こ
の
こ
と
は
法
蔵
の
『
文
義
綱

目
』
に
お
い
て
は
「
信
等
の
六
位
は
円
融
し
前
後
を
相
摂
す
、
是

⑯

の
故
に
一
位
即
一
切
位
な
り
。
而
も
前
後
は
歴
然
た
り
」
と
解
釈

さ
れ
て
い
る
。
華
厳
の
修
行
道
は
、
前
後
の
諸
位
を
相
摂
し
っ
っ

而
も
そ
の
諸
位
は
歴
然
た
る
構
造
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
円
融
相

摂
し
っ
っ
次
第
行
布
の
諸
位
は
歴
然
と
し
て
い
る
、
無
磯
の
立
場

に
た
っ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
。

法
蔵
に
よ
れ
ば
、
『
華
厳
経
』
が
興
起
さ
れ
た
因
縁
は
無
量
で

あ
っ
て
略
説
せ
ぱ
十
種
の
所
由
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
中
で
も
こ

二二

の
経
は
如
来
お
よ
び
普
賢
の
願
力
を
説
き
、
普
賢
行
を
明
か
す
経

典
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
『
華
厳
経
』
自
身
の
中
で
、
願
行

が
し
ば
し
ば
説
示
さ
れ
る
の
は
、
浄
行
品
に
お
い
て
智
首
菩
薩
が

願
行
を
問
う
た
の
に
対
し
て
文
殊
菩
薩
が
願
行
を
掲
げ
て
答
え
る

⑰

箇
所
や
十
地
品
の
初
歓
喜
地
に
お
け
る
菩
薩
の
十
大
願
、
雛
世
間

⑱

品
に
「
十
種
普
賢
願
行
法
」
を
挙
げ
て
い
る
箇
所
な
ど
に
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
前
掲
の
「
願
力
の
故
に
」
に
お
い
て
法

蔵
が
「
是
の
故
に
下
の
諸
会
の
初
に
皆
、
盧
舎
那
仏
の
本
願
力
の

⑲

故
に
と
云
え
り
」
と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
本
願
力
と
い
う
こ

と
は
、
『
華
厳
経
』
の
七
処
八
会
を
貫
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
と

言
え
よ
う
。
で
は
、
菩
薩
の
願
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

法
蔵
は
八
『
探
玄
記
』
巻
四
の
浄
行
品
釈
に
お
い
て
、
浄
行
品
の

宗
趣
を
「
願
海
を
以
て
宗
と
為
す
」
も
の
で
あ
る
と
し
、
願
に
四

種
を
挙
げ
る
。
す
な
わ
ち
、

但
願
有
二
四
種
記
一
誓
願
、
謂
行
前
要
期
等
、
二
行
願
、
此

有
二
二
種
「
一
与
レ
行
倶
起
、
二
但
対
レ
事
発
し
願
、
則
此
是
行

以
二
防
レ
心
不
Ｆ
散
故
、
三
行
後
願
、
謂
以
レ
行
廻
向
願
し
得
二
菩

提
一
等
、
四
自
体
無
擬
願
、
謂
大
願
究
寛
同
一
一
法
性
海
「
任
運

成
二
弁
一
切
諸
事
記
（
大
正
弱
．
一
八
四
ｃ
）

と
あ
り
、
願
を
行
と
の
関
係
に
お
い
て
分
析
し
つ
つ
解
釈
し
て
い

る
。
法
蔵
の
言
わ
ん
と
す
る
願
と
は
、
大
願
が
究
寛
し
て
法
性
海
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に
同
じ
任
運
に
一
切
の
諸
事
を
成
弁
す
る
と
い
う
第
四
自
体
無
腰

の
願
に
あ
る
と
い
え
よ
う
が
、
こ
れ
は
、
智
侭
の
『
捜
玄
記
』
巻

⑳

一
下
に
所
説
の
『
自
体
無
障
磯
の
願
」
を
承
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
第
二
の
「
行
願
」
に
お
い
て
、
願
は
行
と
倶
に
起
る
も

の
と
、
た
だ
事
に
対
し
て
発
願
す
る
も
の
と
の
二
種
に
分
け
て
分

析
し
て
い
る
こ
と
は
、
願
が
願
に
と
ど
ま
ら
ず
行
を
伴
う
も
の
で

あ
り
、
そ
の
願
行
は
、
菩
薩
に
心
の
散
乱
を
防
ぐ
用
き
を
も
つ
こ

と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
『
華
厳
三
宝
章
』
巻
下
に
、
「
造
修
勝

行
」
を
説
く
中
の
第
三
門
と
し
て
、

三
成
行
門
者
、
一
起
六
波
羅
蜜
行
（
二
云
云
）
二
四
無
量

行
（
二
云
云
）
三
十
大
願
行
（
二
云
云
）
願
行
有
レ
ニ
、
一

諸
未
し
起
し
行
策
令
レ
起
、
二
已
起
レ
行
持
令
二
不
退
「
皆
由
一
願

力
一
通
一
一
法
行
一
也
。
（
大
正
妬
．
六
二
六
ａ
）

と
あ
る
よ
う
に
、
菩
薩
の
成
行
に
、
六
波
羅
蜜
行
や
四
無
量
行
の

他
に
十
大
順
行
を
掲
げ
、
そ
の
願
行
に
は
、
諸
の
未
起
の
行
を
策

し
て
起
さ
し
め
る
も
の
、
ま
た
已
起
の
行
を
し
て
持
し
て
不
退
な

ら
し
め
る
も
の
と
の
二
義
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
行
に
未

起
・
已
起
の
別
を
立
て
つ
つ
、
菩
薩
の
願
行
の
内
容
が
こ
の
よ
う

に
解
釈
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
願
は
行
を
起
こ
し
、
ま
た
そ
の

行
を
不
退
な
ら
し
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
と
い

え
る
。

菩
薩
の
願
行
と
い
う
課
題
は
、
十
大
願
を
説
く
十
地
品
の
初
地

が
内
包
す
る
問
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
以
下
に
、
法
蔵

の
十
地
品
釈
を
手
掛
か
り
に
し
て
、
願
行
の
も
つ
課
題
を
一
考
す

る
こ
と
に
し
た
い
。

法
蔵
は
『
探
玄
記
』
巻
九
に
お
い
て
『
華
厳
経
』
十
地
品
の

「
品
の
宗
趣
」
を
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

二
品
宗
者
、
此
品
約
し
総
正
以
二
十
地
証
行
一
為
し
宗
、
別
説

有
二
十
義
記
一
約
し
本
唯
是
果
海
不
可
説
性
。
二
約
二
所
証
一
是

離
垢
真
如
。
三
約
レ
智
謂
根
本
後
得
等
三
智
。
四
約
し
断
謂

離
一
二
障
種
現
毛
五
約
二
所
修
「
初
地
修
一
願
行
ゴ
ー
地
戒
行
、

三
禅
行
、
四
道
品
行
、
五
諦
行
、
六
縁
生
行
、
七
菩
提
分
行
、

八
浄
土
行
、
九
説
法
行
、
十
受
位
行
。
六
約
二
修
成
一
有
二
四

行
「
謂
初
地
信
楽
行
、
二
戒
行
、
三
定
行
、
四
已
上
総
是
慧

行
。
（
大
正
弱
．
二
七
七
ｂ
）

す
な
わ
ち
、
十
地
品
は
、
総
じ
て
は
十
地
の
証
行
を
宗
趣
と
す

る
も
の
で
あ
り
、
別
し
て
説
け
ば
十
種
の
意
義
を
も
ち
、
そ
の
う

ち
、
菩
薩
の
修
行
道
と
し
て
の
「
所
修
」
や
「
修
成
」
と
い
う
観

点
に
立
て
ば
、
初
歓
喜
地
は
「
願
行
を
修
す
る
も
の
」
「
信
楽
行
」

を
明
か
す
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
こ
で
、
十
地
品
の
初
歓
喜
地
の
内
容
を
、
菩
薩
の
願
行
お
よ
び

信
楽
行
と
い
う
こ
と
で
捉
え
て
い
る
こ
と
、
と
く
に
初
地
の
中
の

り員
~ぜ



説
分
に
説
か
れ
る
菩
薩
の
十
大
願
に
至
る
、
菩
薩
の
願
行
を
『
探

玄
記
』
の
十
地
品
釈
は
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
の

だ
ろ
一
つ
か
。

初
歓
喜
地
の
部
分
の
分
科
に
つ
い
て
は
、
『
探
玄
記
』
巻
九
に

法
蔵
自
身
、
「
二
に
文
を
解
す
と
は
、
初
地
に
八
分
あ
り
、
文
処

の
分
斉
は
論
に
準
じ
て
知
る
べ
し
。
」
（
大
正
調
．
二
七
八
ｃ
）
と
述

⑳

零
へ
て
い
る
と
お
り
、
彼
は
世
親
の
「
十
地
経
論
』
に
準
じ
て
文
脈

を
立
て
て
い
る
が
、
た
だ
し
『
十
地
経
論
』
の
第
八
分
の
「
校
量

⑫

勝
分
」
の
部
分
を
、
法
蔵
は
第
七
分
で
あ
る
、
金
剛
蔵
菩
薩
が
十

地
の
内
容
を
説
い
た
「
説
分
」
の
中
に
含
め
て
お
り
「
願
校
量
」

「
行
校
量
」
「
果
校
量
」
と
い
う
三
つ
の
観
点
に
分
け
て
解
釈
し
、

以
下
、
長
行
と
偶
頌
の
部
分
に
分
け
て
経
文
を
解
釈
す
る
の
で
あ

る
。
従
っ
て
、
初
歓
喜
地
は
、
『
探
玄
記
』
の
分
科
に
よ
れ
ば
、

「
序
分
」
「
三
昧
分
」
「
加
分
」
「
起
分
」
「
本
分
」
「
請
分
」
「
説

分
」
と
い
う
よ
う
に
次
第
す
る
。
第
二
分
の
「
三
昧
分
」
に
お
い

⑳

て
「
仏
の
威
神
を
う
け
て
、
菩
薩
大
智
慧
光
明
三
昧
」
に
入
っ
た

金
剛
蔵
菩
薩
に
対
し
て
、
第
三
分
で
あ
る
「
加
分
」
に
お
い
て
は
、

十
方
世
界
の
微
塵
数
に
等
し
き
諸
仏
の
名
は
、
皆
、
金
剛
蔵
と
い

う
同
一
の
号
で
あ
っ
て
、
金
剛
蔵
菩
薩
に
対
し
て
威
神
が
加
え
ら

れ
る
。
何
故
に
こ
の
菩
薩
に
威
神
力
が
加
え
ら
れ
た
の
か
。
経
文

に
は
、

所
謂
盧
舎
那
仏
本
願
力
故
、
本
威
神
力
故
、
汝
有
二
大
智

慧
一
故
、
欲
し
宣
二
切
菩
薩
不
可
思
議
諸
仏
法
明
一
故
。

（
大
正
９
．
五
四
二
ｂ
）

と
あ
っ
て
、
金
剛
蔵
菩
薩
に
加
え
ら
れ
た
威
神
力
は
、
盧
舎
那
仏

の
本
願
力
や
本
の
威
神
力
に
よ
る
か
ら
で
あ
り
、
こ
の
菩
薩
自
身

に
は
大
智
慧
が
具
わ
っ
て
お
り
、
ま
た
こ
の
菩
薩
自
身
が
、
不
可

思
議
諸
仏
の
法
を
宣
説
せ
ん
と
す
る
菩
薩
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で

あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
諸
仏
の
名
が
金
剛
蔵
と
い
う
同

一
の
号
で
あ
っ
て
異
名
な
ら
ざ
る
、
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
法

蔵
は
、
盧
舎
那
仏
に
約
し
て
『
探
玄
記
』
巻
九
に
、

二
約
二
舎
那
仏
一
釈
。
謂
舎
那
本
行
二
菩
薩
行
一
時
、
見
下
一

舎
那
仏
所
能
加
諸
仏
同
名
二
金
剛
一
加
説
中
地
法
必
舎
那
今
成
二

正
覚
弐
本
願
今
成
故
彼
能
加
仏
亦
名
二
金
剛
記
故
云
レ
不
二
異

名
一
也
。
ゞ
（
大
正
弱
・
二
八
○
Ｃ
）

と
解
釈
し
て
い
る
。
盧
舎
那
仏
が
も
と
菩
薩
の
行
を
行
じ
て
い
た

時
、
能
加
の
諸
仏
も
同
一
に
金
剛
蔵
と
名
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
十

地
の
法
を
説
か
せ
し
め
た
こ
と
を
見
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
場

合
と
同
じ
く
、
加
を
な
し
た
諸
仏
も
同
一
に
金
剛
蔵
と
名
づ
け
る
。

そ
れ
故
に
、
異
名
な
菩
薩
に
対
す
る
加
で
は
な
い
と
す
る
の
で
あ

↓
（
》
○

次
に
、
初
地
の
経
文
の
中
で
「
本
分
」
に
お
い
て
、
菩
薩
大
智
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慧
光
明
三
昧
か
ら
起
っ
た
金
剛
蔵
菩
薩
が
諸
菩
薩
た
ち
に
対
し
て
、

「
諸
菩
薩
た
ち
の
願
が
決
定
し
た
」
こ
と
、
お
よ
び
「
十
地
の
名
」

を
説
示
す
る
。
そ
の
経
文
に
は
、

諸
仏
子
、
是
諸
菩
薩
願
決
定
。
無
し
有
し
過
、
不
し
可
レ
壊
、

広
大
如
一
一
法
界
一
究
寛
如
二
虚
牢
三
遍
覆
二
切
十
方
諸
仏
世
界

衆
生
へ
為
言
一
救
一
度
一
切
世
間
「
為
二
切
諸
仏
神
力
所
杉
護
。

何
以
故
。
諸
菩
薩
摩
訶
薩
入
二
過
去
諸
仏
智
地
「
亦
入
二
未
来

現
在
諸
仏
智
地
元
何
等
是
諸
菩
薩
摩
訶
薩
智
地
。
菩
薩
摩
訶

薩
智
地
有
し
十
。
（
大
正
９
．
五
四
二
ｃ
）

と
あ
る
。
経
文
の
「
本
分
」
の
こ
こ
の
箇
所
を
、
法
蔵
は
『
十
地

経
論
』
の
所
説
を
う
け
て
、
「
願
の
六
決
定
」
を
さ
す
も
の
で
あ

⑳

る
と
し
、
「
此
の
六
決
定
」
は
「
地
の
体
」
を
な
す
も
の
、
そ
の

あ
と
に
説
示
さ
れ
る
「
十
地
の
名
」
は
「
地
の
相
」
を
表
す
も
の
、

そ
し
て
、
過
去
・
現
在
・
未
来
の
三
世
に
わ
た
っ
て
同
じ
く
説
か

れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
「
地
の
要
勝
」
を
明
か
す
も
の
で
あ
る

と
解
釈
す
る
。
三
昧
よ
り
起
っ
た
金
剛
蔵
菩
薩
が
諸
菩
薩
に
示
し

た
こ
の
部
分
は
「
本
分
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
よ
う
に
、
十
地
の
根

本
を
表
す
も
の
で
あ
り
、
願
の
六
決
定
が
「
十
地
の
体
」
を
な
す

も
の
で
あ
る
と
い
う
位
置
づ
け
に
よ
れ
ば
、
菩
薩
十
地
の
根
本
と

な
る
も
の
は
、
願
の
決
定
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
点
を
法
蔵

自
ら
「
十
地
の
体
性
差
別
を
論
ず
る
」
十
門
の
第
一
門
に
、
「
一

に
は
此
の
六
決
定
を
以
て
体
と
為
す
、
此
れ
は
正
し
く
こ
れ
所
説

⑮

の
十
地
の
本
体
な
る
を
以
て
の
故
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
に

よ
っ
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
の
「
願
の
六
決

定
」
は
、
「
十
地
経
論
』
巻
一
に
、
「
願
善
決
定
」
と
し
て
、

願
善
決
定
者
、
如
言
一
初
地
中
説
二
発
菩
提
心
「
即
此
本
分
中

願
応
し
知
。
善
決
定
者
、
真
実
智
摂
故
。
善
決
定
者
、
即
是

善
決
定
。
此
已
入
二
初
地
「
非
二
信
地
所
摂
記
此
善
決
定
有
二

六
種
元
（
大
正
恥
・
一
二
六
Ｃ
）

と
説
か
れ
、
以
下
、
六
種
の
善
決
定
で
あ
る
「
観
相
善
決
定
」
「
真

実
善
決
定
」
「
勝
善
決
定
」
「
因
善
決
定
」
「
大
善
決
定
」
「
不
怯
弱

善
決
定
」
が
示
さ
れ
て
い
る
。
六
決
定
に
相
当
す
る
経
文
は
、

⑳

「
華
厳
経
』
十
地
品
と
『
十
地
経
論
』
の
経
文
と
で
は
少
し
く
異

同
が
見
い
だ
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
法
蔵
は
、
『
探
玄
記
」
の
中

で
、
前
掲
の
『
十
地
経
論
』
の
所
説
を
受
け
て
、
十
地
品
の
そ
の

相
当
箇
所
を
次
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
。

初
句
此
総
。
菩
薩
願
者
標
し
人
別
し
法
。
於
二
大
菩
提
一
立
レ

誓
趣
求
名
二
発
菩
提
心
記
亦
則
是
願
、
故
会
釈
顕
し
同
、
簡
一

地
前
願
一
故
云
二
決
定
宛
決
定
則
是
証
智
真
実
。
是
故
決
定
則

是
善
。
善
即
是
決
定
。
故
云
二
善
決
定
者
則
是
決
定
記

（
大
正
弱
．
二
八
六
Ｃ
）

十
地
品
の
初
歓
喜
地
の
経
文
の
中
に
は
、
説
分
に
相
当
す
る
箇
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所
に
、
「
か
く
の
如
き
衆
生
は
、
す
な
わ
ち
能
く
阿
褥
多
羅
三
貌

三
菩
提
心
を
発
さ
ん
。
」
（
説
分
）
と
い
う
よ
う
に
、
発
菩
提
心
が

し
ば
し
ば
説
か
れ
て
い
る
が
、
「
大
菩
提
に
於
い
て
誓
を
立
て
て

そ
こ
に
趣
求
す
る
」
用
き
を
「
発
菩
提
心
」
と
名
づ
け
る
の
で
あ

り
、
そ
れ
は
す
な
わ
ち
願
を
意
味
す
る
と
い
え
る
。
「
菩
薩
の
願
」

は
、
発
菩
提
心
を
根
本
と
な
す
も
の
で
あ
り
、
「
願
の
善
決
定
が

真
実
智
の
摂
」
で
あ
り
、
願
の
「
決
定
と
は
則
ち
証
智
真
実
」
で

あ
る
と
解
釈
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
菩
薩
の
願
が
大
菩
提
の
真

実
智
を
根
本
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
願
の
「
決
定
」

と
述
べ
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
、
十
地
以
前
に
説
か
れ
た
願
と
の
区
別

が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

先
の
「
本
分
」
で
は
、
十
地
の
体
を
な
す
「
願
の
六
決
定
」
お

よ
び
「
十
地
の
名
前
」
の
み
が
説
か
れ
た
の
に
対
し
て
、
「
説
分
」

で
は
、
初
歓
喜
地
の
内
容
が
説
か
れ
る
に
い
た
る
。
法
蔵
は
、
こ

の
章
が
説
分
と
名
づ
け
ら
れ
る
の
は
、
「
十
地
の
差
別
を
演
暢
し

⑳

宣
陳
す
る
た
め
で
あ
る
」
と
し
、
ま
た
、
説
分
を
説
く
「
意
趣
」

に
つ
い
て
は
、
「
探
玄
記
』
巻
九
に
、

三
説
意
者
、
前
本
請
分
中
已
説
一
地
体
↓
令
三
彼
上
機
悟
二

解
玄
旨
「
今
弁
一
地
相
「
令
二
中
下
之
流
随
し
相
開
解
↓
故
明
レ

説
也
。
又
前
已
略
示
令
レ
生
二
正
解
「
今
更
広
陳
令
レ
起
二
行
修
一

故
明
し
説
也
。
（
大
正
弱
。
三
○
○
ａ
）

と
示
し
て
い
る
。
先
の
第
五
の
「
請
分
」
に
地
の
体
が
示
さ
れ
た

の
に
対
し
て
、
次
の
第
六
の
「
説
分
」
に
お
い
て
は
地
の
相
が
説

か
れ
る
。
正
し
く
初
歓
喜
地
の
内
容
を
広
く
説
く
こ
と
に
よ
り
、

菩
薩
に
行
修
を
起
こ
さ
し
め
る
た
め
に
説
か
れ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
が
こ
こ
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
説
分
の
経
文
の
長
行
の
部

分
の
解
釈
で
は
、
経
文
が
四
つ
の
文
脈
に
区
切
ら
れ
て
二
は
始

住
地
分
、
二
は
地
の
釈
名
分
、
三
は
安
住
地
分
、
四
は
校
量
勝

⑳分
」
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
の
第
一
の
始
住
地
分
に
相

当
す
る
経
文
を
、
法
蔵
は
「
十
地
経
論
」
の
分
科
に
よ
り
つ
つ
、

『
探
玄
記
』
巻
九
に
、

前
中
有
し
四
、
一
始
住
地
分
、
二
地
釈
名
分
、
三
安
住
地

分
、
四
校
量
勝
分
。
就
二
初
分
中
一
論
主
分
為
し
四
。
一
依
二
何

身
一
者
、
謂
厚
集
二
善
根
一
為
二
所
依
身
元
二
為
二
何
義
一
者
、

為
し
求
二
仏
果
ゴ
ー
以
二
何
因
一
者
、
以
二
大
悲
一
為
し
因
。
四
有
二

何
相
一
者
、
過
し
凡
得
し
聖
為
し
相
。
此
四
各
有
二
十
門
「
別
弁
し

名
為
一
創
住
二
菩
薩
初
地
元
（
大
正
調
・
三
○
一
ｂ
）

と
、
四
つ
に
分
け
て
各
々
を
解
釈
す
る
。
中
で
も
第
三
の
「
何
の

因
を
以
て
な
り
や
」
の
箇
所
に
相
当
す
る
経
文
に
は
、

諸
仏
子
。
是
心
以
二
大
悲
一
為
し
首
、
智
慧
増
上
、
方
便
所
し

護
、
直
心
深
心
淳
至
、
量
同
二
仏
力
「
善
決
二
定
衆
生
力
仏

力
「
趣
二
向
無
暖
智
「
随
二
順
自
然
智
「
能
受
二
一
切
仏
法
「

28



以
一
一
智
慧
一
教
化
、
広
大
如
一
一
法
界
『
究
寛
如
一
一
虚
空
「
尽
一
耒

来
際
記
（
大
正
９
．
五
四
四
ｃ
）

と
説
か
れ
て
い
る
。
ど
う
い
う
因
を
も
っ
て
こ
の
よ
う
な
菩
提
心

を
生
ず
る
の
か
と
い
え
ば
、
菩
提
心
は
「
大
悲
を
も
っ
て
首
」
と

な
す
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
前
の
第
三
の
「
何
の
義
の
た
め
な

り
や
」
で
は
求
め
ら
れ
る
、
へ
き
仏
果
が
示
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、

こ
こ
で
は
能
成
の
因
の
問
題
が
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
法
蔵
は
こ

の
因
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
『
探
玄
記
』
巻
十
に
、

謂
以
二
何
因
一
求
二
大
菩
提
「
以
二
大
悲
一
為
し
首
済
二
衆
生
一
故
。

求
二
此
菩
提
一
非
し
為
一
一
自
安
元
何
以
故
。
若
非
二
如
レ
是
大
菩
提

法
一
無
言
一
以
究
寛
救
一
衆
生
一
故
。
是
故
諸
行
大
悲
為
し
首
。

（
大
正
弱
．
三
○
二
ｂ
）

と
述
籍
へ
て
、
菩
薩
が
大
菩
提
を
求
め
よ
う
と
す
る
因
は
、
大
悲
を

首
と
な
し
て
衆
生
を
済
度
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
り
、
け
っ
し

て
、
自
ら
を
安
ん
ぜ
し
め
た
り
自
己
の
利
益
を
得
る
た
め
に
菩
提

を
求
め
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
い
。
畢
寛
し
て
、
衆
生
を
救
う
と

い
う
こ
と
は
、
こ
の
大
菩
提
の
法
に
よ
っ
て
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
ら
で
あ
り
、
菩
薩
の
諸
々
の
行
は
大
悲
を
首
と
な
す
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

以
下
、
説
分
の
中
の
第
四
分
は
校
量
勝
分
で
あ
り
、
そ
こ
に
お

け
る
法
蔵
の
解
釈
に
、
「
然
も
此
の
勝
相
は
略
説
す
る
に
三
種
有

り
。
願
と
は
こ
れ
志
の
逼
広
な
る
こ
と
を
標
し
、
行
と
は
こ
れ
誓

⑳

に
依
っ
て
造
修
し
、
果
と
は
こ
れ
当
位
の
行
成
就
す
。
」
と
あ
る

よ
う
に
三
種
の
勝
相
と
し
て
略
説
さ
れ
た
う
え
で
、
彼
は
、
梁
の

「
摂
大
乗
論
』
に
依
っ
て
、
十
大
願
そ
れ
ぞ
れ
の
名
前
を
出
し
、

さ
ら
に
、
十
願
を
自
利
・
利
他
の
問
題
と
し
て
解
釈
し
て
い
く
の

で
あ
る
。

菩
薩
の
願
行
の
内
容
が
明
ら
か
に
な
る
た
め
に
は
、
十
地
品
に

説
か
れ
る
菩
薩
の
十
大
願
、
お
よ
び
法
蔵
の
十
大
願
釈
を
吟
味
し

て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
願
校
量
に

至
る
以
前
の
、
法
蔵
の
『
探
玄
記
』
に
お
け
る
初
歓
喜
地
釈
の
前

半
部
分
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
菩
薩
の
願
行
の
意
義
に
つ

い
て
述
令
へ
て
き
た
。
『
探
玄
記
』
に
お
け
る
法
蔵
の
解
釈
を
通
し

て
、
初
地
の
課
題
が
菩
薩
の
願
行
、
信
楽
行
に
あ
る
こ
と
、
加
分

に
お
け
る
金
剛
蔵
菩
薩
へ
の
加
被
力
が
盧
舎
那
仏
の
本
願
力
に
よ

る
も
の
で
あ
り
「
異
名
な
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
、

ま
た
本
分
に
説
か
れ
る
願
の
六
決
定
は
十
地
の
体
を
な
す
も
の
で

あ
り
菩
薩
の
願
が
発
菩
提
心
を
根
本
と
な
す
も
の
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
説
分
の
始
住
地
分
を
通
し
て
、
大
菩
提
を
求
め
る
菩
薩
の

能
成
の
因
は
「
大
悲
を
以
て
首
と
な
す
」
こ
と
に
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
『
華
厳
経
』
が
興
起
さ
れ
た
因

縁
の
中
に
「
願
力
の
故
に
」
「
成
行
の
故
に
」
と
い
う
所
由
が
示

29



さ
れ
て
、
盧
舎
那
仏
の
願
力
に
よ
っ
て
菩
薩
の
修
行
道
が
促
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
も
『
華
厳
経
』
が
菩
薩
に
願

行
道
を
歩
ま
せ
し
め
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
と
い

え
る
の
で
あ
る
。

註①
「
華
厳
経
探
玄
記
』
巻
一
「
初
教
起
所
由
」
、
大
正
調
．
一
○
七

ｂ
。
こ
こ
に
お
い
て
法
蔵
は
、
『
大
智
度
論
』
巻
一
（
大
正
窃
・
五

七
ｃ
）
、
『
法
華
経
』
巻
一
、
方
便
品
（
大
正
９
．
七
ａ
）
、
『
華
厳

．
経
』
巻
三
三
、
性
起
品
（
大
正
９
．
六
一
二
ｂ
ｌ
Ｃ
）
の
文
を
掲
げ

つ
つ
、
教
起
の
所
由
が
少
因
縁
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
大
因
縁
に
よ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
総
説
し
て
い
る
。

②
大
正
９
．
六
一
二
ｂ
ｌ
Ｃ
。

③
教
起
の
所
由
の
十
義
は
、
『
探
玄
記
』
巻
一
以
外
に
、
『
華
厳
経
文

義
綱
目
』
の
「
二
明
教
興
意
」
（
大
正
弱
．
四
九
三
ｂ
’
四
ａ
）
に

所
出
。
そ
の
十
義
は
「
願
力
故
、
法
爾
故
、
為
本
故
、
為
帰
故
、
顕

徳
故
、
顕
位
故
、
開
発
故
、
見
聞
故
、
成
行
故
、
得
果
故
」
と
な
っ

て
お
り
、
『
探
玄
記
』
の
十
義
と
は
配
列
お
よ
び
名
目
を
や
や
異
に

し
て
い
る
が
、
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
。

④
『
華
厳
経
」
巻
三
、
盧
舎
那
仏
品
、
師
子
焔
光
奮
迅
音
菩
薩
の
偶

（
大
正
９
．
四
○
八
ａ
）
。

⑤
同
右
（
大
正
９
．
四
○
八
ａ
）
。

、
法
蔵
は
こ
の
文
を
「
雲
集
品
偶
」
と
し
て
い
る
が
、
『
華
厳
経
』

巻
十
、
仏
昇
夜
摩
天
宮
自
在
品
、
無
畏
林
菩
薩
の
偶
（
大
正
９
．
四

四
六
Ｃ
）
に
相
当
す
る
。

⑦
「
華
厳
経
』
巻
一
四
、
兜
率
天
宮
菩
薩
雲
集
讃
仏
品
、
金
剛
橦
菩

薩
の
偶
（
大
正
９
．
四
八
五
Ｃ
）
。

③
大
正
弱
．
四
九
三
ｃ
・

⑨
大
正
弱
．
一
○
八
ｂ
。

⑩
同
右
。

⑪
「
日
出
先
照
高
山
」
は
、
『
華
厳
経
」
巻
三
四
、
宝
王
如
来
性
起

品
（
大
正
９
．
六
一
六
ｂ
）
に
所
出
。
『
探
玄
記
」
巻
一
「
為
本
故
」

（
大
正
弱
・
一
○
八
ｂ
）
に
も
引
用
。

⑫
大
正
弱
・
一
○
八
ｂ
。

⑬
『
華
厳
経
』
巻
八
、
梵
行
凧
「
初
発
心
時
便
成
二
正
覚
「
知
二
一
切

法
真
実
之
性
一
具
二
足
慧
身
一
不
二
由
し
他
悟
こ
（
大
正
９
．
四
四
九
ｃ
）

の
取
意
の
文
。

⑭
「
華
厳
経
」
巻
三
三
、
普
賢
菩
薩
行
品
「
菩
薩
摩
訶
薩
得
し
間
二
是

法
一
以
三
少
方
便
疾
得
二
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
一
三
世
仏
等
」
（
大
正

９
．
六
○
八
ａ
）
の
取
意
の
文
。

⑮
大
正
弱
．
一
○
八
ｃ
、
「
六
顕
位
故
」
の
箇
所
。

⑮
大
正
弱
．
四
九
三
Ｃ
、
「
六
顕
位
故
」
の
箇
所
。

⑰
「
華
厳
経
』
巻
二
三
、
十
地
品
の
「
菩
薩
如
レ
是
安
二
住
歓
喜
地
一

発
二
諸
大
願
一
生
二
如
レ
是
定
心
一
」
（
大
正
９
．
五
四
五
ａ
）
以
下
、
菩

薩
の
十
大
願
が
説
か
れ
る
。

⑬
同
右
、
巻
三
七
、
離
世
間
舶
（
大
正
９
．
六
三
五
ａ
）
。

⑲
『
華
厳
経
』
に
お
い
て
「
盧
舎
那
仏
本
願
力
故
」
と
説
か
れ
る
箇

所
は
、
例
え
ば
、
巻
三
、
盧
舎
那
仏
品
（
大
正
９
．
四
○
八
ｂ
）
、
巻

八
、
菩
薩
十
住
品
（
四
四
四
Ｃ
）
、
巻
三
六
、
性
起
品
（
六
三
○
ｃ
）
、

巻
五
二
、
入
法
界
品
（
七
二
六
ｂ
）
、
巻
五
六
、
入
法
界
品
（
七
五

六
ｂ
）
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
盧
舎
那
と
諸
仏
の
願
に
つ
い
て
の
記

述
と
し
て
は
、
巻
五
六
、
入
法
界
品
に
「
又
復
了
二
知
盧
舎
那
仏
初
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発
大
願
一
乃
至
悉
知
二
十
方
諸
仏
発
初
大
願
一
亦
復
如
し
是
」
（
七
五
三

Ｃ
）
な
ど
が
あ
る
。

⑳
『
華
厳
経
捜
玄
記
』
巻
一
下
、
浄
行
品
釈
に
「
願
有
二
三
種
「
一

要
期
願
、
二
行
願
、
三
自
体
無
障
礒
願
」
（
大
正
弱
．
三
○
ｃ
）
と

あ
る
。

④
『
十
地
経
論
』
初
歓
喜
地
第
一
之
一
「
十
地
法
門
、
初
地
所
摂
八

分
、
一
序
分
、
二
三
昧
分
、
三
加
分
、
四
起
分
、
五
本
分
、
六
請
分
、

七
説
分
、
八
校
量
勝
分
」
（
大
正
郡
・
一
二
三
ｂ
）

⑳
『
国
訳
一
切
経
」
経
琉
部
八
「
華
厳
経
探
玄
記
」
九
九
頁
、
坂
本

幸
男
訳
註
〔
一
〕
参
照
。

⑳
『
華
厳
経
』
巻
二
三
、
「
爾
時
金
剛
蔵
菩
薩
摩
訶
薩
、
承
二
仏
威

神
一
入
二
菩
薩
大
智
慧
光
明
三
昧
「
即
時
十
方
世
界
、
於
下
一
方
過
二
億

仏
土
一
微
塵
数
世
界
上
有
二
十
億
仏
士
微
塵
数
仏
「
皆
現
二
其
身
「
名
二

金
剛
蔵
ご
（
大
正
９
．
五
四
二
ｂ
）
・

⑳
『
探
玄
記
」
巻
九
、
「
三
釈
し
文
者
、
此
文
有
し
三
。
初
弁
二
六
決

定
一
為
二
地
体
「
二
列
二
十
名
一
顕
二
地
相
「
三
挙
二
三
世
閻
同
説
明
二
地

要
勝
ご
（
大
正
弱
・
二
八
六
ａ
）
。

⑮
同
右
（
大
正
調
・
二
八
六
ｂ
）
。

⑳
「
十
地
経
論
」
巻
一
、
「
諸
仏
子
、
是
諸
菩
薩
願
善
決
定
無
雑
不
し

可
し
見
、
広
大
如
二
法
界
↓
究
寛
如
二
虚
空
『
尽
二
未
来
際
一
覆
二
護
一
切

衆
生
界
圭
仏
子
、
是
諸
菩
薩
乃
能
入
二
過
去
諸
仏
智
地
『
乃
能
入
二
未

来
諸
仏
智
地
「
乃
能
入
一
現
在
諸
仏
智
地
ご
（
大
正
沁
・
一
二
六
ｂ

、
ノ
く
Ｃ
）
。
、

⑳
「
探
玄
記
』
巻
十
（
大
正
弱
・
三
○
○
ａ
）
。

⑳
同
右
（
大
正
弱
・
三
○
一
ｂ
）
。

⑳
同
右
、
巻
十
一
（
大
正
弱
．
三
○
六
ａ
）
。
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